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〔企画の趣旨〕 
 
 

住み慣れた地域で最後まで暮らせるよう、医療や介護などの地域のサービスを切れ目なく

提供できるようにする「地域包括ケアシステム」には、保健・医療・福祉の緊密な連携を構

築しなければなりません。8 月に開催される日本看護管理学会学術集会では、その中心的な

役割を担う看護の本質を見つめ直し、それを実践するための“管理”をテーマに据えました。

コロナ禍と高齢社会に向き合う地域共生を考えるためには、予防医療、在宅医療の強化し、

地域で暮らし療養を継続している人々を中心に据えた、医師と看護師の相互関係のあり方

を再度考える必要があると思います。この企画では、地域で暮らす高齢者を始めとして、在

宅において医療やケアの継続が必要な人々を中心に据えた、医師と看護師の相互関係の今

後のあり方を考えたいと思います。 


